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□ 残業が減らず、人が定着しない･･･
□ 本当は見直したいが、手作業が当たり前になっている･･･
□ 忙しさに追われ、改善に手をつけられない･･･

こんな悩みをひとりで抱えていませんか？

営業事務の
時間短縮

飲食業の
現場改善

製造業の
現場改善

あなたの会社・現場に訪問して

徹底的に伴走!徹底的に伴走!

☎017-721-3787
青森県よろず支援拠点 生産性向上支援センター

電話受付時間／8:30～17:15
青森市新町2-4-1青森県共同ビル7階   E-mail seisansei@21aomori.or.jp
https://www.aomori-yorozu.go.jp/seisan/

お申込み・お問い合わせお申込み・お問い合わせ

経理業務の
時間短縮

デジタル化
AI活用

相談
訪問

販売・購買事務の
時間短縮

相談

生産性向上生産性向上
支援します支援します 無料
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生産性向上の専門家が現場を訪問し
次の一歩を一緒に考えます !
生産性向上の専門家が現場を訪問し
次の一歩を一緒に考えます !

今の現場に
マッチした

POINT1POINT1
生産性向上の
専門家が支援

POINT2POINT2
複数回の
現場訪問

POINT3POINT3
補助金活用にも
メリット

POINT4POINT4
よろず支援拠点内での
連携支援

無料

今の現場にマッチした
次の一歩を専門家が
一緒に考えます。

「相談に行く時間がない」
そんな心配は無用！
サポーターが無料で
現場にうかがいます。

さまざまな経営課題に
専門家が連携して
支援します。

支援を受けることで
省力化投資補助金（一般型）の
採択審査で加点されます。
※予定

STEP1STEP1
相談お申込み

STEP2STEP2
現場訪問

STEP3STEP3
課題解決提案

STEP4STEP4
支援とフォロー

電話・専用フォームから
ご相談・お申込みください。
何度でも無料で相談する
ことができます。

現地を訪問しお悩みや
ご要望をヒアリングします。
どんな小さなことでもお話
ください。

提案した解決策に取り組む
みなさまをフォローアップ。
途中で見つかった課題にも
責任をもって対応します。

対話をヒントに、今の現場に
マッチし実現可能な
解決策をご提案します。

支援のながれ支援のながれ

制度の特徴制度の特徴

支援テーマの例支援テーマの例

「生産性向上支援センター」は、中小企業の皆様が直面している恒常的な
人手不足や賃上げなどの課題を、生産性向上による対応を支援するために

国が「よろず支援拠点」内に設置した公的支援組織です。

お気軽にお問い合わせください！お気軽にお問い合わせください！

■ 調理工程改善によ
る歩留まり向上

■ 店内や調理場レイ
アウトの見直しによ
る作業効率の改善

■ ボトルネック工程
の解消による生産
効率改善

■ ITを活用した業務
の見える化

■ 在庫管理、受発注
業務のデジタル化
による業務効率改善

■ 店内レイアウト見
直しによる顧客動
線の改善

■ ITシステムを用い
た予約管理の最適
化

■ 業務マニュアル整
備によるサービス
品質の向上

■ デジタル化による
原価管理精度の
向上

■ 工程管理の可視化
による稼働率向上

飲食業 製造業 小売業 建設業サービス業

※支援テーマは一例です。他の業種・支援テーマについても広く支援が可能です

訪問回数（めやす） ：3～10回程度　支援専門家：生産性向上支援サポーター　※5S・工程改善・省力化・デジタル化等の生産性向上支援や改善経験を豊富に有する者

33


